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若年健常成人 8名。【方法】LEXを用いた下肢運動 1分間（30回/分）と機器を用いない床上下肢運動 1
-２ 
分間（30回/分）を比較し、運動の 1、5、10、20、30分後の血流量・最大血流速度・平均血流速度・血












第 3章（研究 3）では、周術期患者における LEXを用いた下肢運動の安全性試験が実施されている。
【目的】術後患者において LEX を用いた下肢運動を行った場合の有害事象の有無等を評価。【対象】
下肢人工関節手術を受けた患者のうち、下肢深部静脈血栓症の既往のない 20 例。【方法】LEX を用い
た下肢運動を 1日 4度（30回/分、5分間）、術後 1週間実施。有害事象の有無、術後 1週間における下






















平成 28 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
